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第一章 緒 言

Farlaniniガ 肺 結核 ノ治療法 トシテ人工氣胸術

テ創案 シテ以來、 人工氣胸 二因ル肺臓 ノ病 理學

的研究 ハ殆 ン ド之 テ成 シ蓋 サ レタル ノ観 ナキー

非 ズ、從 ツテ翫 二確 定的事實 トシテ認 メラ レタ

ルモ ノモ亦決 シテ勘 シ トセズ、併 シ氣胸 ノ肺循

環 系統 二及 ボ ス影響 二就 テハ未 グ諸家 ノ意見塵

々 トシテ相 一致 セザ ルモ ノ ・如 シ、 即 チωQui-

nkeu.Pfeiffer等 ノ・虚睨肺 貧血 論 テ 主張 シ又

(2)Sauerbruchノ ・反封 二 充血読 テ基 ゲ
、全 然正

反封 ノ「二設 二分 レ其蹄 スル所 テ知 ラズ。

弦 二於 テ余 ハ正常家 兎 二氣胸 ラ作成 シ肺臓 テ虚

脱駄態 二陥 ラシメタル後、血 管造影剤 テ耳殼 静

脈 ヨ リ注 入 シ肺臓 血管 ノ歌態 ヲ「レン トグ ン」學

的 二観察 シ、 伸展時及 ビ虚 脱時 二於 ケル肺 循環

ノ歌 況 ラ窺知 セ ン ト欲 シ木實験 テ企 テタ リ。

第二章 供試動物及ビ實験方法

供試動 物 ハ禮 重2.0冠 前 後 ノ健康 家兎 テ川 ヒ、

氣胸作成 ニノ・(18)前編 二於 ケル ト同様 ナル氣胸作

成器 ラ使 用 セ リ、而 シテ室氣途 入ハ恒 二胸 腔 内

歴 ガ未 ダ陰歴 ナル カ或 ハ零 腿ナル ニ止 メ決 シテ

之 テ陽歴 トナ シタル コ トナ シ、從 ツテ余 ノ行 ヘ

ル各實験例 ・・肺臓 自己 ノ弾力性萎縮 二因ル モ ノ

ニ シテ歴迫 テ加 ヘタモ ノニ非 ズ、術 ホ各例 テ通

ジテ最終氣胸作成後1時 間牛 テ経過 シテ「レ」線

撮影 ラ行 フコ ト・セ リ。

造影剤 トシテノ・「ヨヂ ピ ン」及 ピ「トロ トラ 入ト」

ラ用 ヒ、 「ヨヂ ピ ン」ハ動物 ノ大 小 ニ ヨ リ其注射

量 テカlj減シ1同0.3-0.4重 毛、「トロ トラス ト」ハ

膿重毎班3.0耗 テ耳殻静脈 ヨ リ注 入 セ リ。

「レ」線 爲眞撮 影法

1・ 「ヨヂ ピ ン」テ用 ヒタノ・肺 血管造=影法

豫 メ手術毫 上 二固定 セル家 兎 ノ「レ」線撮影準備

テ整 ヘ タル後徐 々二「ヨヂピ ン」ヲ注 入 シ(注 射開

始後7-10秒 間 二注 入 セ リ)、注射完 了後直 チニ

10%「 ペ ル ノク トン」溶液2.0娩 テ其 瞬間 二注射

シ胸部 「レ」線窩眞 テ撮 影 セ リ、次 デ直 チニ其肺

臓 テ別出 シ再 ピ別 出肺 二於 ケル 「レ」線 寡眞 ラモ

撮影 シ、 以 テ雨者 二於 ケル血管像 ノ比較 二供 入
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ル コ ト・セ リ。 尚肺臓別 出、二 際 シテノ・大動脈

及 ビ大 静脈 テ固 ク結紮 シタル後肺臓 テ縦隔寳 ト

共 二胸 腔外 へ出 シ、更 二心臓、肺臓及 ピ氣管等

ラ夫 々 ヨリ剥離 シ以 テ左肺 ハ上葉及 ビ下葉 二、

右肺ノ・上、 中、下各葉拉 二心臓葉 ト順次整然之

ラ配列 シ「レ」線撮影 ラ行 ヒ肺血管像 ノ観察 二便

ナ ラシメタ リ。

2.「 トロ トラス ト」ラ用 ヒタル肺血管造影法

豫 メ撮影準備 ラ整 ヘ タル家 兎 二「トロ トラス ト」

ラ注 入 シ注射完 了(開 始 ヨ リ10秒 前後)ト 同時

二「レ」線撮影 ラ行 ピタ リ。

3.「 レ」線撮〕影條件ノ・E欠ノ如 シ。

1.胸 部 「レ」線撮影條 件

管繍 く灘:隠 鳥 、
焦貼 「フィル ム」距離60糎

露 出 「イ ンバル スタイマー」

テ用 ヒ1/30秒 トス。

2.別 出肺 「レ」線 爲眞撮影

管繍 く讐瓢1∴ ∴
焦鮎 「フ。ル ム」距離60糎

露 出1ん 秒

第三章 實験成績

氣胸作成後二於 ケル肺虚脱ノ・胸腔内へ注入セシ

室氣 ノ多寡ニヨリ其程度テ異 一スルガ故二余ノ・

記載 ノ都合上迭氣後胸腔内歴陰座ナル場合テ陰

座虚脱 ト呼 ビ、零歴 ナル時 テ零厘i虚脱 ト呼 ブコ

ト・シ、以下氣胸ニヨル胸腔内ノ攣化、殊二肺

臓血管 ノ態度 テ各例 二於 テ親察セント欲 ㌔ 但

シ爲眞附圖 ノ・封照實験例拉 二氣胸實験12例(其

他血管 ノ陰影不鮮明 ナルモ ノ筒 多籔 ア レ ドモ之

ラ省 略 一・・)総数16例 ナ ル モ、其 中10枚 テ掲載

シ他 ノ・之 テ省略 セ リ。更 二又胸部 「レ」線爲眞 二

於 テハ各肺葉 テ匿別 シ難 キガ故 二肺上部或 ハ肺

底部 ト謂 フ言葉 ラ使用 スル コ ト・ス。
●

第一節 劉照實瞼

氣 胸作成後 ハ肺臓、 心臓及 ビ横隔膜 二著 シキ攣

化 テ惹起 スルガ故 二封照 トシテ正常家兎 二於 ケ

ル肺血管 「レ」線像 テ観察 セ リ。即 チ正 常家兎4

例(第2號 及 ピ第3號 ノ・「ヨヂピン」造影、 第21

號及 ビ第22號 ノ、「トロ トラス ト」造影)二 就 テ ノ

肺臓別 出前後 二於 ケル 「レ」線所見 ラー括 ス レバ

次 ノ如 シ(第1囲 及 ビ第2圖A.B.蓼 照)。

心臓 ノ位 置、心臓 ノ陰=影ハ心尖 テ左下方 二向 ケ

第2肋 骨 ヨリ第7肋 骨 ノ間 二籏 リ正中線 ヨリ梢

≧左 方 二偏位 ス。

肺臓血管 肺臓 血管 ノ陰影 ハ肺根 ヨ リ出ズル左

右1本 宛 ノ肺動脈(便 宜上圭幹肺動脈影 ト呼 ブ

コ ト・ス)ト 、之 ヨ リ分枝 セ ル 中等大 ノ動脈 及

ビ末梢 二至 ルニ從 ヒ漸次狭 小 ニ シテ且 ツ繊細 ト

ナル整然 タル網状 ノ細分枝 トラ認 ム。

「ヨヂピ ン」或 ハ「トロ トラス ト」テ以 テ ノ造影 比

較、 「トロ トラス ト」テ以 テ ノ血管像 二於 テハ主

幹肺動脈 ノ・良 ク之 ラ認識 シ得 レ共 、 中、小血管

像 ハ膜然 トシテ其鮮 明 ヲ鋏 キ月.ツ各 血管相互 ノ

連絡不明瞭 ナル ノ ミナ ラズ、心臓 、横 隔膜 及 ビ他

ノ諸臓器 ニ ヨル像 影頗 ル濃厚 ナル テ以 テ肺臓 ノ

血管像 ハ全 ク之 テ窺 ヒ難 シ。然 ル ニ「ヨヂピ ン」

テ以 テ シタル血管像 ハ注 射量勘 キ爲 メ心臓拉 二

横 隔膜及 ビ他 ノ諸臓器 ノ陰影濃度弱 キ關係 上極

ズテ微細 ナル血管 二至 ル迄良 ク之 デ明瞭 二識 別

シ得 ル ノ ミナ ラズ其像影 ノ・「ト・ トラス ト戸 以

テ シタルモ ノニ比 シ遙 カニ鮮 明 ナ リ
.

更 二之等4例 ノ胸部 「レ」爲 眞 テ仔細 二観察 ヘル

ニ肺 底部 二於 テノ・肺上葉 二比 シ多藪 ノ血管網 テ

認 メラル、反 之肺 上部 二於 テノ・假令其像 影 テ見 ル

ト難 モ細小血管 ノ貼影 テ認 ムル程度 二過 ギ ズ
。

次 二家 兎第3號 ト第2號 トノ血管像 テ比較 スル
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二著 シキ相違 テ認 メラル、即 チ前者 二於 テノ・主

幹肺動脈 ヨリ末梢血管 二至ル迄 ノ血管像 テ明瞭

二見得ルニ拘 ラズ、後者 二於 テハ肺底部 二於 ケ

ル血管 ノミテ見ルニ過 ズギ。恐 ラク其撮影時刻

ガ偶然呼氣時或ハ吸氣時ニー致 シ、肺臓 ノ伸縮

二件フ小循環系二於 ケル流血量 ノ攣化 二非ズヤ

ト考ヘ ラル。

別出肺「レ」線像 テ観 ルニ肺臓 ハ高度 ノ虚脱 二陥

リ、血管 モ亦短縮 シ圭幹肺動脈及 ビ其第一分枝

等 ノ像影 ハ肺別出前 二於 ケルモ ノモ比 シ太 ク短

縮 スレ共、肺周邊部 二於 ケル細少血管像ノ・著 シ

ク繊細 トナ リ其分枝部ノ・小穎粒歌 テ呈 シ別出前

肺臓 ノ縮圖 ノ観 アリ。斯 カル攣化ハ肺別出後 二

於 ケル組織 ノ弾力性牧縮拉 二血管 自己 ノ有 スル
「トー ヌス」二因ル縮小 子以 テ之ラ解繹 シ得 ルモ

ノナ リ。

第二節 氣胸家兎 ノ肺血管像 一就 テ

第 ・項 陰 腿虚 脱肺 二於 ケル血管像 ノ憂 化

家 兎第15號 左側氣胸、 注入室氣 量20耗 、「ヨヂ

ピ ン」造影(第3圖A.B.参 照)。

此 ノ例 二於 テノ・家兎 ガ「レ」線 撮影 中蚕動 ラ來 シ

第一斜 位 ノ「レ」線 寛眞 ノミラ得 タル ガ故 二、氣

胸作 成 二於 ケル心臓 ノ位 置 テ窺 ヒ得 ザ レ共主幹

肺 動脈 ハ雨側共下 側,ケニ走 リ、健 側 二於 テハ之

ヨ リ分枝 セ ラル ・小血管像 ハ整 然樹枝歌 ラ呈 シ

以 テ肺周 邊部 二戎 ブ。 然 ルニ氣胸 側 二於 ケル細

小 血管像 ハ他側 ノモ ノー比 シ遙 力砂 ク又 皇幹肺

動脈 ハ 太ク緊張 シ、更 二其 第…分枝 ハ横隔膜 上

二終 レリ。而 シテ別 出後 ノ肺臓 二於 テハ左右雨

側共 其著攣 テ鋏 グ。

家 兎第17號 、右 側氣胸、澁 入寮氣 量40琵 、「ヨ

ヂ ピン」造影。

肺臓 所見 テ観 ル ニ氣胸側 二於 テハ心臓陰影 中 ヨ

リ出 ズル不規 則 ニ シテ歴縮 セ ラ レタル肺底部 二

終 ル切 レ切 レノ大 小血管 カ ラ ナ ル 数條 ノ陰影

ト、 健側 へ轄位 セル心臓及 ビ横 隔膜 ノ降下 テ認

ム。 但 シ健測 二於 テハ心臓 陰影 ノ爲 メ血管像 テ

明 白 二窺 ヒ難 シ、 從 ツテ左右 雨側肺 血管像 ノ比

較 テ ナλコ ト能 ハズ。術 ホ別 出肺 二於 ケル血管

像 ハ前例 ト同様左右雨側 二於 テ 大差 テ認 メ難

シo

以上2例 ノ偏側氣胸實瞼 二於 テハ氣胸側横隔膜

ハ下ケニ梢 ≧低下 シ心臓ハ反封側二轄位ス、尚

ホ肺 ヒ部 二於テハ肺底部 二比 シ血管影像 ノ勘キ

コ ト封照實験 二於ケル ト略 く相一一・致 セリ。

第二 項 零駆虚 脱肺 二於 ケル血管像 ノ攣 化

家 兎第9號 、右 側氣胸、注 入室氣うll:50立毛、 「ヨ

ヂ ピ ン」造影

氣胸 側ハ健側 二比 シ著 シク明朗 ナ ル ノミナ ラズ

肺底部 ハ虚脱 二陥 リ横 隔膜 ハ強 ク下降 シ心臓 ハ

左方 へ轄位 セ リ、而 シテ肺臓 血管ノ・迂 曲 セル撒

條 ノ短 キ線 影或 ハ黙影 トシテ散 在性 二之 テ見 ル

ニ過 ギズ、反 之健側 二於 ケル肺臓 血管 ハ太 キ陰

影 トシテ肺臓 底部 ・一迄 モ及 ビ且 ツ其分枝 テモ明

瞭 二之 テ識 別 シ得 ラル。而 シテ別 出肺 二於 ケル

血管像 ・・氣胸 側 ニテ ハ大、 中、 小血管共所 々其

影 像 テ訣 キ且.ツ細小血管 ニ ヨル陰影 ノ、之 ラ認 メ

難 シ。

家 兎第10號 、左f則氣胸、注 入室氣 量37髭 、「ヨ

ヂ ピ ン」造影(第4圖A.B.参 照)。

氣胸側肺臓 ハ勿論他側肺下葉 ノー部 モ亦 多少虚

脱 二陥 リ肺根 ヨ リ出 ズル氣胸側血管像 ハ殆 ン ド

之 ラ認 メ難 ク、心臓 ハ右方 へ轄位 シ横 隔膜 ハ強

ク其下降 テ來 ス ト共 一=扁ZFト ナ ル。然 ルニ健側

ノ血 管像 ハ肺根部 ヨリ太 ク緊張 シ上方、 下方及

ビ側方 へ各 々1本 宛其分枝 テ出 スノミナラズ、尚

ホ小 分枝 ノ状 態 モ亦 明瞭 二之 ラ識 別 シ得 ラル。

次 二別 出肺 血管像 二就 テ之 テ看 ルニ氣胸側 ノ肺

臓 ハ著 シク縮 少 シ僅 カ ノ極 メテ短 カキ大、 中血

管 ノー一部 テ現 ハ スニ過 ギズ。

家 兎第25號 、 左側氣胸、注 入室氣 量36立 毛、rト

ロ トラ λト」造影。

家 兎第26號 、左 側氣 胸、 注入室氣量38琵 、「ト
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ロ トラス ト」造影。

右2例 共 「トロ トラス ト」注 入側 ノ頸静脈拉 二心

臓 ハ極 メテ濃厚 ナル其影像 テ示 ス ト錐 モ、肺臓

二於 ケル血管 分枝 ノ状態 ノ・氣胸側 拉 二健側共 明

瞭 二之 テ辮 ジ難 シ、 勿論 此 ノ際 ト錐 モ氣 胸 ニ ヨ

ル横隔膜 ノ下降或 ハ心臓 ノ轄位 等 テ認 メ得 ルコ

トハ絡 テ前實験 ト同様 ナ リ。

家 兎第23號 、右側氣胸、注 入室氣 量50耗 、「ト

ロ トラス ト」造影。

家 兎第24號 、右側氣胸、 注入室氣 量60立 毛、「ト

ロ トラス ト」造影(第5圖 参 照〉。

前例同様 「トロ トラス トjノ注射 ラ行 ヘルモ ノナ

レ共此 ノ雨者 二於 テノ・何 レモ肺臓lrlL管ノ像影 ト

思 ハル可 キ其陰影 テ認 メラル、但 シ血管各部 ノ

境界及 ピ吻 合ハ「ヨヂ ピン」造影 ニ ヨルモ ノニ比

シ著 シク鮮明 テ訣 グノ ミナ ラズ影像 モ亦極 メテ

薄 ク且 ツ細小血管 二於 ケル分枝 部 ノ歌態 テモ之

テ明 白二識別 シ得 ザル程度 ノ投影 二過 ギズ。

第3項 連績 的 二氣胸 ラ置 キタル家兎

ノ零座虚 睨肺 二於 ケル血管像 ノ慶化

正 常家 兎 二符 日4日 間連績的 二氣胸 テ作成 シ毎

途氣後 ノ胸腔 内歴 テ恒 二零 厘i二保 チツ ・第4同

目氣胸後1時 間牛 二於 ケル肺臓血管 ノ歌態 テ観

察 セ リ.

家 兎第4號 及 ピ第5號 右 側氣胸、 「ヨヂピ ン」造

影(第6囲 馨照)。

雨者共著 シク心臓 ノ、左側 へ轄位 セ ラル ・ト共 二

健側肺動脈 ハ肺根 部 ヨ リ左側胸壁 二近 ク沿 ヒテ

下方 二走 リ封照家兎 二於 ケルモ ノヨ リモ太 ク怒

張 シ、 且 ツ濃厚 ナル陰影 ラ示 ス、 又其経過 中 二

於 テハ多激 ノ分枝 テ出 シ整然樹枝歌 テナ シ、以

テ績隔膜境界 二及 ブ」 然 ル ニ氣胸側 二於 ケル血

管像 ハ細 ク且 ツ短 ク其連絡 テ鋏 キ又陰 影濃度甚

シク1奪キ コ トテ認 メ ラル。

家兎第6號 及 ビ第7號 、左側氣胸、 「ヨヂ ピン」

造影(第7圖 参照)。

左倶1肺臓 ノ高度 ナル萎縮 ト共 二左側横 隔膜 モ亦

著 シク下降 シ、 心臓 叉甚 シ ク反封側 二 轄位 セ

リ、肺血管像 ハ雨例 共氣胸側 二於 テハ殆 ン ド之

テ認 メ難 ク、健側 二於 ケルモ ノハ第7號 家 兎一

テハ其 血管像極 メテ細 ク甚 グ不 明瞭 ナ レ ドモ、

第6號 家 兎二於 ケルモ ノハ肺根 ヨリ右側 胸壁 二

ZF行 シテ下方 二降 リツ ・其経過 中 二於 テハ多籔

ノ分枝 ラ出 シ且ツ濃 キ血管像 ノ表現 テ示 ス、 術

ホ之等網月犬ノ小血管像 ノ・肺 底部 二於 テ多撒 表ハ

ル ・ゴ ト略 ボ本例 二於 ケルモ ノ ト同檬 ナ リ。

次 二別 出肺 二就 テ之 ラ観 ルニ雨者共 氣胸側肺 二

於 ケル血管 ハ狭小且 ツ繊細 トナ リ其 分枝 モ亦甚

ダ寡 シ、反之健側 二於 ケル肺動脈 ノ・太 ク弩張 シ

又 多撒 ノ分枝 ラ其 周邊部 二至 ル迄 明瞭 二追究 ス

ル コ トテ得 ラル。

以上第2項 及 ビ第3項 二於 テ述 ベ タル偏側氣胸

實験 ラ括約 スル ニ氣胸側肺臓 ノ・1同 乃至撒 同 ノ

氣胸作成 ニヨ リ著 シク其萎縮 ラ來 シ且ツ肺 臓血

管 ハ短縮 セラレ又狭小 トナ リ著 シク血管 ノ投影

傘 テ減 ズル ニ至 ル ノ ミナ ラズ又其陰影 ハ薄 ク不

鮮明 トナ ル。然 ルニ健側肺 二於 ケルlll1管ハ却 ツ

テ其 太サ テ増 シ且ツ投影 ノ濃度 囎 ス ト共 二整

然 タル多数 ノ分枝 テ明瞭 二表現 シ其状恰 モ樹枝 .

状 テ呈 スル ニ至 ル。

術 ホ別 出肺 血管像 二就 テ之 テ看 ルモ健側 二於 ケ

ル血管像 ハ氣胸 側 ノモ ノニ比 シ毎常多藪 ノ血管

像 テ表現 セ リ、反之氣胸 側肺臓 二於 テハ末梢部

小血管 ノ投影 テ鋏 ク ノ ミナ ラズ太 キ血管 ト難 モ

屋 く断片的陰影 テ示 シ、吻合 ノ状態 テ明瞭 二見 .

分"難 ク且 ツ造影 ノ濃度深 キモ ノ多 シ。

第四章 総括考按及ビ文獄沿革

肺臓 ノ伸展時或ノ・牧縮時二於 ケル肺臓血管 ノ態

度殊二流血量 ノ多寡テ知ルコトハ呼吸生理學上

ハ勿論人工氣胸 ニヨル局所的作用 ノ解繹上頗ル

有 意義 ナルコ トナ リ。從 ツテ古 クヨ リ其 伸展時

拉 二牧縮時 二於 ケル小循覆 系系統 ノ血液環流状

態 テ観察 シタ・し行績 ハ決 シテ寡 シ トセ ズ。
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例 ヘバQuinkeu.Pfeiffer(1871)ハ 所 謂人 工

的 胸腔 テ作成別 出 シ肺 テ之 二納 メ人 爲的 呼吸作

用 ノ下 二灌流試験 テ行 ヒタル結果、肺 伸展 時 二

於 テノ・灌流試液 ノ通過佳良 トナ リ、牧縮 時 二於

テハ其 通過不良 トナル ガ故 二、生理状態 二於 テ

モ亦 肺臓 内 テ循環 スル血液 量 ノ・牧縮期 ヨ リ膨脹

期 二於 テ多量 ト推論 セ リ。然 ルニSauerbruch

(1904>ハ 氏 ノ創 案 ニカ ・ル陽墜装 置 テ以 ツテ犬

ノ偏側氣胸作 成時 二於 ケル血液 瓦斯 ノ攣化 ヲ観

察 シ、 開放性氣胸 二際 シテノ・血液 酸素含有量 ノ

減 少 ト共 二動物 ノ死 ラ招來 スル コ トテ認 メ、此

ノ酸 素減 少ノ・虚脱肺 テ通過 スル灌流血液 ノ檜加

ラ來 ス爲 ト推論 セ リ、蓋 シ氏 ガ虚 腕肺 二於 ケル

流 血量 テ以 テ伸展期 ノ流血 量 二比 シ大 ナ リ トス

ル理由 ハ虚脱肺 二於 テハ却 ツテ血管 ノ振張 テ來

サ シメ、以 テ血液 ノ流通 テ容易 ナ ラ シムル爲 ナ

リ ト想像 シタルニ外 ナ ラズ、 更 二叉(3)(4}〔5)Cloe-

tta(1911)ノ ・一層 周到 ナル肺容積描 窮法(Llung-

en-Plethysmographie)一 一ヨ リ生禮實験 ラ試 £

タル結果、Sauerbruchノ 虚 脱肺充血設 ラ支持

シ、 生理状態 二於 テノ・吸氣 時 二血液 ガ肺臓 内へ

流 入 シ、呼氣時肺臓 テ去 リ大循環 二入ル ト謂 フ

假 詮 ノ理論的反駁 テ行 ヒタ リ、之 ヨリ先(6⊃Brun

(1909)ハ 偏 側氣胸 ラ作成 シタル後肺門部 二於 テ

雨 側肺臓 テ結紮別 出 シ各 々二含 マル ・血液量 テ

測 定比較 シタル結果、氣 胸側 二於 ケル血液含有

量 ノ・減少 スル コ トテ確 メ、以 テ流血量 モ氣胸側

二於 テハ其減 少 ラ來 スモ ノト推論 シ虚脱肺貧血

,読二質成 セ リ、

最 近血管造影剤 ノ進 歩登達 ト共 二各種 血管 ノ態

度 テ「レ」學 的 二研 究 セラレシモ ノ紗 シトセズ。 即

チ の有馬、小 野(昭 和7年)ノ ・動物(家 兎及 ビ犬)

二就 テ人工氣 胸 二 因 ル 虚 脱肺血管像 ノ観察 テ

行 ヒ偏側氣胸 二際 シ高度 ノ虚睨 ラ起 ス場合 ノ・健

側肺血管 ノ・著 シク其振 張 テ來 スニ反 シ虚脱肺 二

於 ケル血管 ノ・繊 維独小 三ナル ト云 ヘ リ.但 シ肺

虚 脱 ノ程度 ガ輕度 ナル際 ハ虚睨肺 二於 ケル血管

像 ハ他側 肺 二於 ケル モ ノ ト大差 ナキカ或 ハ却 ツ

テ小 血管像 ガ鮮明 二現 ハル ・コ トラ認 メ、 盧脱

肺二於 ケル血管ハ虚脱 ノ程度 ニヨリー様 ナラズ

トナシ、輕度叉ノ・中等度 ノ虚脱 ニテハ末梢血管

ノ貧血 ト中心部血管 ノニ次的鯵血 テ見、高度 ナ

ル場合ノ・肺全般二亙ル貧血 ラ呈 スルニ至ル ト報

告 セリ、而 シテ又{8)Wolfu.Klopstock(1933)

ハ余 ト同様 「ヨヂピン」造影法ラ用 ヒ別出肺血管

像 ノ「レ」學的観察 テ行 ヒ、虚脆肺二於 ケル血管

像ノ・他側肺臓 二於 ケルモ ノー比 シ其造影頗 ル悪

シク小血管像 ノ縮小乃至消失 テ來 スコ トテ確 メ

虚脱肺貧血設 テ支持 セリ。

以上ハ肺臓伸展時或 ノ・虚脱時 二於 ケル肺臓血管

ノ態度及 ピ其環流歌態二關 スル研究拉 二其歴史

的沿革 ノ概要テ述 ベタルモ ノナリ。

借 テ余 ノ行ヘル實験 ラ絡括考察 スルニ當 リ先 ヅ

別出肺血管像 ノ「レ」線所見二就 テ之 テ述ベ ント

欲 ス。即チ肺臓 ハ胸腔 ヨリ別出後氣胸側及 ビ反

封側共高度 ノ虚脆状態 テ起 シ夫 二伴 ヒ血管像ハ

肺全般 二亙 リ著 シク其牧縮 ラ來 ス、殊二肺周邊

部 ノ血管 二於 テハ其縮小著明ニシテ其分岐部ハ

斑鮎檬陰影 テ示 ス ニ過ギザル コト砂 シトセズ

(第2圖A.B.参 照)。而 シテ斯 カル小血管 ノ短

縮 ト其狭小 トハ血管自己ノ「トーヌス」二因ルコ

トノ・勿論 ナルモ他 乃'又肺臓 自己 ノ弾力性牧縮 二

挨 ツ所多 シト考 ヘラル。即チ別出肺臓ノ・高度 ノ

虚脱 テ起 ス關係上血管 ノ牧縮 テ來 ス、殊 二周邊

部小血管 二於 テ然 リト思惟セラル。

次 二胸部「レ」線像 ト別出肺「レ」線像 トテ比較観

察 スルニ胸部「レ」線所見二於テハ氣胸側肺血管

像ハ室氣注入量大 ナル時殆 ンド或ハ全 ク其清失

テ來 シ,他 側胸血管像 ハ秤鈴 太 ク見工且 ツ多激

ノ血管分枝 モ亦鮮明 二之 テ窺 フコ トテ得可ベ

シ、然ルニ室氣注入量少ナル際 ハ氣胸側肺周邊

部 二於 ケル血管像 ノ消失ラ見ルモ圭幹肺動脈ハ

却 ツテ其籏張 ラ來 ス(第3囲A.B.参 照)。 而 シ

テ室氣注入量少ナキ場合二於 ケル別出肺 ノ所見

ト生膿 二就 テノ所見 トハ稽 ≧其趣 テ異 ニス、即

チ別出後 ノ肺臓 二於テハ健側拉 二氣胸側共其血

管像 二大差 テ認 メ難 キニ至ル、但 シ連績的 二氣

胸作成 ラ行ヘルモノニ於 テハ別出後 ト難 モ尚ホ
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血管 像 ノ消失 テ認 メラル。蓋 シ虚脱肺 ニ シテ尚

ホ其弾力性 テ全 ク亡失 スル ニ至 ラザルモ ノノ・別

出 ノ瞬 間 二於 テ肺臓 ノ萎縮 テ件 フガ故 二造影剤

ノ移動 ラ起 シ以 テ前者 ノ如 キ所 見 テ惹起 スルモ

ノニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ラル。 從 ツテWolfu.Klo-

pstockノ 如 ク軍 二氣胸後 ノ別 出肺血管像 ノ ミ

ニ就 テ虚 睨肺 血管 ノ態度 テ決 定 スルー1トハ甚 ダ

不當 ナ リト思惟 セ ラル、但 シ氣胸作成 一ヨル肺

臓 ノ虚腕高度 ニ シテ且ツ其揮力性牧縮力 テ亡失

シ、以 テ別 出後 ト錐 モ其萎縮 状態 二攣化 ナキ ノ

ミナ ラズ雨側肺 二於 ケル造影剤 分布 ノ差顯著 ナ

ル場合 ハ其比較観察 二由 リテ虚脆肺貧血詮 テ唱

へ得 ルモ ノ ト信 ゼ ラル。

借 テ正常 家兎 二關 スル事項 ハ暫 ク之 ラ措 キ、偏

側氣胸作成後 ノ胸部 「レ」線所 見 二就 テ之 テ観察

ヘルニ零歴虚脱 肺 二於 ケル血管像 ハ著 シク短縮

狭小 トナルモ ノ、或 ハ全 ク其片影 ダニ認 メ難 キ

モ ノア リ。然 ルニ他側肺 二於 テノ・却 ツテ主幹肺

動脈 ハ梢 ヒ櫨張 テ來 シ夫 ヨ リ分 岐 スル多敷 ノ小

血管像ハ末梢 二至 ル迄 モ明瞭 二之 テ認 メ得 タ リ.

而 シテ陰巫虚脱肺 二於 テハ肺臓周邊部 二於 ケル

血管像 ノ縮 小乃至ii'∫夫 テ認 ムルニ拘 ラズ、主幹

肺動脈 ハ他側肺 ノ夫 二比 シ却 ツテ其憤張 ラ來 ス

モ ノテ見 プル、然 ラバ斯 カル攣 化ノ・果 シテ如何

ナル原因 二由 ルモ ノナ リャ。

懸'ソ テ、 菖來嚢表 セラレタル 業績 テ按 ズルニ,

【9〕山田氏等ハ家 兎二人工的流動 「パ ラフ
,ン 」胸 テ

作成後数週 テ経 テ検索 ノ結果、虚睨肺血管 二於

テ・・部分的 ノ牧縮或♂旗張 テ認 メ更 二肺臓 實質

二・・結締織 ノ曾 殖 テ見 タリ ト報 告セ リ、jSZBrun

ハ連 績的氣 胸作成 家兎 ノ虚 睨肺 二於 テハ結締織

ノ増殖及 ビ血管 ノ「アテ レクター ゼ」アル コ トテ

謹 明 セ リ、襲 二余 ハ別 出肺血管像 ノ「レ」學 的観

察 テ行 ヒ肺臓 ガ高度 ノ虚睨 二陥ル際 ハ肺臓 血管

ノ牧縮、殊 二其周邊部 血管 ノ縮小 アル コ トラ確

メ得 タ リ、而 シテ上記組織學 上 ノ報 告 ト余 ノ

「レ」線所見 トテ併 セ考 フル時 ハ其原因 ノ如何 二

拘 ラズ虚 腕肺 二於 テハ血液循暖障碍 テ登生 スル

コ ト確 實 ナ リ。襲 二我 ガ教室 ノ脇本 ハ人工氣胸

ノ家兎血歴 二及ボス影響 テ追究 シ、其結果胸腔

内歴 ノ増減 二比例 シ血歴モ亦上昇或 ハ下降 スル

コトテ確 メ、其原因ハ肺實質二於 ケル循環障碍

二基 クコト頗ル大ナルノミナラズ、他方又肺臓

二於ケル瓦斯代謝 ノ不足カラ血液炭酸瓦斯 ノ蓄

積 テ來 シ、以テ血管蓮動瀞経中櫃 及ビ末梢血管

ノ興奮 テ促 シ、雨者相挨 ツテ血歴 ノ上昇 テ招來

スルモ ノ ト推論 セリn而 シテBrunノ ・又連績

的氣胸 ノ反復 ニヨリ家兎心臓 ノ重影 曾加 テ護明

シ殊二其檜加 ハ右心室二於テ比較的大 ナリ ト報

告 セリ。更二余 ノ「レ」學的観察 二於 テモ亦氣胸

家兎 二就テ心臓 ノ籏張 ラ護明 シ得 タルモノア

リ。之等 ノ所見ノ・肺循環障碍 二因ル謄血或ノ・血

歴上昇二件 フ心機能 ノ代償 二基 ク心臓族張 ト考

ヘ ラル ・ノミナラズ、爾ホ胸部「レ」線所見二於

ケル肺血管 ノ態度モ亦肺循壌障碍拉 二心機能充

進等 テ以 テ之 ラ謹明 スルゴ トテ得ベ シ。即チ偏

側氣胸作成二際 シ肺虚脱 ノ程度高度 ナル際ハ該

側肺血管ノ・著 シク縮小 シ血液循覆障碍 ラ登生 ス

ル關係上他側肺血管ハ代償的二其憤張 ラ來 ス。

併 シ肺虚脱輕度ナル際・・軍 二肺周邊部 二於 ケル

末梢血管 ノ牧縮二止 リ局所性循環障碍 テ以テ終

ルガ故二肺臓中心部二於 ケル圭幹肺動脈或ハ其

大分枝ニノミニ次的優血駄態 テ招來 スルモノ ト

考ヘラル。

斯 ク論 ジ來 レバ肺虚脱 ノ程度 二鷹 ジテ小循覆系

二機能障碍 ラ招來スル コトノ・確實 ナリ
。即チ虚

脱高度ナル際ハ氣胸側肺全般二於 テ貧血 テ認ム

ルニ反 シ他側肺二於テノ・代償的 ノ充血 テ見、

又虚睨輕度 ナル際ノ・氣胸側肺周邊部 二於 ケル局

所性貧血 ト肺臓中心部 二於ケルニ次的鰐血 トテ

確 メラル、從 ツテSauerbruch,Cloetta等 ノ

稻 フル虚脱肺充血設ノ・必 ズ シモ之 テ否定 シ難

シ。要之余 ノ實験結果ハ有馬、小野 ノ行ヘル成

績 ト相類似 セル所見ヲ得 タルガ故 二余ノ・氏等及

ビBrun,Quinkeu .Pfeiffer等 ノ虚脱肺貧血

設 二加憺 セントスルモ ノナリ。但 シ有馬氏等ハ

生膣 「レ」線撮影 一 方リ「フィルム」露出時間テ記

載 スルコ トナシ、從 ツテ其影像ノ・肺臓伸展時二
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撮影 シタルモ ノナ リヤ蒋又牧縮 時 二撮影 シタル

モ ノナ リヤニ就 テノ、何等顧慮 スル コ トナ ク、輩

二其實験成績 テー括 シ以 テ其推 論 テ下 シタル ノ

鋏鮎 ラ有 ス。然 シ余 ハ 胸部 「レ」線撮影 二 方 リ

「フィル ム」露出時 間 ラ1/3。秒 トナ シ輕微 ナル罷

動 或 ハ呼吸蓮動及 ビ心動 ニ ヨル肺血管像 ノ受 ク

ル影響 テ可及的 二除外 セ リ、從 ツテ余 ノ影像 ハ

鮮 明 ナル ノミナ ラズ呼氣 時或 ノ・吸氣時 ノ各瞬 間

二於 ケル血管像 テ撮影 シ得 タル モ ノ ト確信 セ

リ。例 ヘバ正常家 兎 二就 テ行 ヘル胸部 「レ」線爲

眞 テ比Wt7.ル ー(第1圖 及 ビ第2圖A参 照)、 第

3號 家 兎 ハ第2號 家兎 二比 シ圭幹 肺動脈 ヨリ末

梢 血管 二至 ル迄其影像頗 ル太 ク且 ツ又多数 ノ血

管像 テ表現 シ、以 テ雨者 間 二 所 見 ノ相違 テ來

ス、併 シ氣 胸作成後 ノ虚脱肺 二於 テノ・貧血 テ認

メ得 ル コ トヨリ之 ヲ併 セ考 フル時ハ家 兎第2號

ノ・呼氣 時牧縮 期 二於 テ、 第3號 ノ・寧 ロ吸氣時伸

展期 二於 ケル肺臓血管 ノ態 度 テ示 スモ ノ ト看倣

スコ トラ得可 シ、即 チ此 ノ所 見ハ 古來 幾多議論

セ ラレ今省 ホ假設 ノ域 ラ脱 セザル 「血液 ハ吸氣

時肺臓 内 二流 入 シ呼氣 時肺臓 外 二流出 ス」 ト謂

フ肺循環 説 二封 シ或 ル實験 的根 嫁 ラ提供 シタル

モ ノ ト考 ヘ ラル。

次 二家 兎縦 隔賓 ノ移動性 二就 テ之 テ観 ル ニ從來

く11∫12Xl3)家兎 ノ縦 隔賓ノ、其移動性極 ノテ1紗キモ ノ

ト信 ゼラ レツ ・今 日一及 ベ リ.然 ルニ胸部 「レ」

線 所 見 ヨ リ之 テ考察 ス レバ胸膣 内座 ガ陰歴 ナル

ト零腿 ナル トニ拘 ラズ氣胸家 兎 二於 ケル縦隔寳

ハ著 シキ轄位 ラ來 ス、即 チ家 兎 ノ縦隔賓 ノ、其移

動 性頗 ル大 ナル モ ノ ト考 ヘ ラル。

附、肺臓 血管 ノ撮影 二關 スル注意

血管造影剤 トシテ ノ「トロ トラス ト」ハ流動性 二

富 ミ且 ツ速 カニ旗張 デ來 入關係上肺循環 ノ ミナ

ラズ大循環 ヘ モ亦早 ク移行 シ、以 テ縦隔賓拉 二

横 隔膜 下諸臓器 ノ陰影 ラモ同時 二表現 スルガ故

二胸部 「レ」線撮影 二方 リ肺臓 ノ陰=影 ト上記陰影

トノ重複 ヲ來 シ肺 血管像 ノ識別 ラ シテ困難 ナ ラ

シムルノミナラズ、更 二皮下組織 ノ投 影 二覆 ハ レ

其像 影 ノ鮮 明 テ鋏 クコ トi妙 シ トセズ。反之 「ヨ

ヂ ビン」ハ其籏散 性弱 キ 理 由 ヨリ圭幹肺動脈 ハ

勿論 尚 ホ末梢血管 二至 ル迄 之 ヲ明 瞭 二表現 セ シ

ムル特 黙 アリ ト考 ヘ ラル。

借 テ血管造影 剤 テ以 テ スル肺臓 血管 ノ研究業績

テ観 ル ニ、(14)Costeu.Contaノ 、「ウロセ レクタ

ン」及 ピ「アブロヂール」沃 度 ラ以 テ、又(i5)Fors-

smannノ 、沃度 「ナ トリウム」及 ビ「ウロセ レクタ

ン」テ使用 シ、更 二㈹鶴 見ハ「バ リウム」ノ上清 ラ

以 テ、(1η陣 内ハ「トロ トラス ト」テ用 ヒ肺血管像

ノ観察 テ逡 行 セ リ。併 シ在來使用 ノ造影剤 ハ絡

テ流動性 二富 ミ且 ツ籏散 シ易 ク、爲 二稀繹 トナ

リ其造影力 ラ著 シク減 弱 スルガ故 二斯 カル弊害

テ避 ケル 目的 カ ラ鶴 見、陣 内ノ・頸 静脈 内二、又

Costeu.Conta,Forssmannノ ・右 心室 内へ播

入 セル「ヵテーテル」テ以 テ造影剤 ラ注入 シ肺血

管像 ラ観察 セ リ。然 シ何 レノ報告 モ撮影 時 「フィ

ル ム」露 出時間 ノ記載 列映 ギ 或 ノ・記載 ア リ ト難

モ1/2。秒 以上 一 シテ、其血管像 テ批判 スルニ方

リ呼氣牧 縮時或 ノ・吸氣伸展 時等 テ全然顧慮 スル

コ トナ ク、撒例乃 至10撒 例 ノ實験成績 テー括

シ以 テ検 討 ラ行 ヘル モノ ノミナ ラズ、 筒 ホ在來

ノ造 影剤 ニ ヨル肺血管像 ハ極 メテ膜然 タル テ免

カ レズ、從 ツテ斯 カル像影 二依 リテノ・呼氣牧縮

時或 ハ吸氣 伸展 時 二於 ケル肺血 管像 ラ魑別 シ之

ラ批判 スル コ ト能 ハザル モ ノニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ラ

ノレo

次 二余 ガ造影剤注射完了後7-10秒 ニ シテ「レ」

線撮影 テ行 ヒタル所以ハ決 シテ故 ナキニ非 ズ、

即 チ肺循環時間ハ人膿循環時間(21秒 乃至22秒)

ノ5分 ノ1、即 チ約4秒 ナルテ以テ之二耳静脈 ヨ

リ右心室二到ル迄 ノ時間 テ加算 シ約10秒 前後

ト推定 シタルニ外ナ ラズ、省ホ「レ」線撮影 二方

リ心臓 ノ搏動及 ピ呼吸蓮動或ノ・輕微ナル禮動 ノ

影響 テ避 ケ ン ト欲 シ「フィルム」露出時間テ1/3・

秒 トセシガ故二其像影ノ・頗 ル鮮明ニ シテ且 ツ理

想的 ノ「レ」線爲眞 ラ得 タリ.從 ツテ余ハ斯 カル

方法 二依 リ撮影 シタル窮眞 二依 リ呼氣牧縮時 ト

吸氣伸展時 トノ肺血管像 ラ塵別 シ得ルモノ ト確

信 セリ。
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第2號 】蜂谷=人 工氣胸 ノ肺循項二及ボス影・響i二關スル「レソトゲソ」學的観察虹 二肺臓血管造影法二就テ121

斯 カル理由二基 キ肺臓血管造影 ニハ櫨散性 二乏

シキ少量 ノ造影剤 テ用 ヒ、其注射完了後血液内

二籏散 λル豫猫テ與 ヘル コトナク「レ」線撮影テ

行 ヒ「フfル ム」露 出時 間 テ可及 的 一短縮 セバ明

瞭 ナル像影 テ造 ル コ トテ得可 シ。

第五章 結 論

余 ハ健康家兎 二就 テ偏側氣胸 テ作成 シ、氣胸後

二於 ケル肺臓血管 ノ態 度 ラ研究 セ ン ト欲 シ血管

造=影剤 テ用 ヒ生禮拉 二別 出肺血管像 ノ「レ」學 的

観察 テ行 ヒ次 ノ結論 二到達 セリ。

1.血 管 造影剤 トシテ「ヨヂピ ン」及 ピ 「トロ ト

ラ 入ト」ラ使用 セ リ、就 中「コヂピ ン」テ以 テセ

ル肺臓 血管 ノ陰影 ハ圭幹肺動脈 ヨリ末梢 血管 二

到 ル迄之 テ明瞭 二表現 セ シムル コ トテ得 タ リ、

反之 「トロ トラス ト」一 ヨルモ ノハ著 シク其鮮 明

ヲ鋏 ク。

2.正 常家兎拉 二氣胸家兎 ノ肺 底部 二於 テノ・肺

上部 二比 シ多数 ノ大小血管像 ラ認 メ ラル。

3.氣 胸家兎 ノ氣 胸側肺血管像 ハ概 シテ短縮狭

少 トナ リ、且 ツ又其像影 傘 ノ減少或 ハ其清 失 テ

來 ス。

4・ 氣 胸側胸 腔内[1邸会腿(-1水 柱 堅)ナ ル例 二

於 テハ該 側肺 中心部大動脈 二其籏張 ラ來 スモ ノ

ラ認 ム、反之胸腔 内歴零歴 ナル例 二於 テノ・却 ツ

テ健 側肺血管像 ハ梢 ≧太 ク且 ツ怒張 セ リ
。

5.肺 臓別 出前後 二於 ケル血管像 ラ比較 スルニ

別 出肺 二於 ケル所 見ハ生罷i二就 テ ノ胸部所 兇 ト

異 ル コ トテ認 メ ラル、即 チ健側 、氣胸側共別 出

後 ノ肺臓 ハ著 シク其萎縮 テ來 シ、血管像 モ亦短

●

縮 テ來 ス、殊二小血管像ハ其縮小著明ニシテ其

分岐部ハ小斑烈像 テ示 ・ヘニ過ギズ。

6・ 氣胸家兎ノ胸腔内力四陰歴又ハ零歴 ナル場合

二於テモ縦隔寳ノ・反封側へ著明二轄位 セルテ観

タリ、即チ家 兎ノ縦隔寳ノ、移動性二富ムモノナ

ルコトテ確認 セリ。

7.生 理的駄態 二於 テ血液ハ吸氣伸展時肺臓内

二流入 シ、呼氣牧縮時肺臓外 二流出 スルモ ノト

考 ヘラル。

以上ノ所見一ヨリ肺臓環流血液量ハ肺上部 二於

テハ肺底部 一比 シ恒 二勘 ク、血液ハ肺臓全般二

亙 リ卒等 二循環 スルモノニ非ザルモノ ・如 ク考

ヘ ラル、而 シテ偏側氣胸家兎二於 テ肺虚脱 ノ程

度輕度ナル際ハ氣胸側肺周邊部 ノ局所性貧血 ト

其中心部二於ケルニ次的骸血 トテ認 ム、又肺虚

脱 ノ程度高度ナル際 ハ氣胸側肺全般二亙 リ貧血

テ認 メラル ・二反 シ他側肺臓 二於 テノ・代償的 ノ

充血 ラ観ル。

掛 彰 ルニ臨 ミ終始御懇篤 ナル御手旨導 ト御校閲

テ賜 リシ恩師稻田教授 二封 シ深甚 ナル謝意テ表

シ・併 セテ「レントゲン」線撮=影二方 リ御援助 テ

賜 リシ武田助教授拉 二技術員各位 二深謝 ノ意 テ

表 暫へ。
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